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この度の東日
れた方々に謹ん
被害に唖然とし
おりましたとこ
波の被害からほ
乍らも漸く復旧
す。対処や解決
でも避難してい
現を願って止み

日本の総発電
をどの様に考え
あることから、
に現在から未来
事が求められて
び中越沖地震の
大学が協力して
を行う等貴重な
連携しながら社
と言っても過言

被害規模の差
目に付くのはや
野県北部地震で

時の流れは速
１ヶ年が過ぎ退
た。各県担当幹
会、講習会、見
技術者の皆様へ
様で多くの皆様
了できました。
し上げます。ま
営にご尽力を頂
幹事、坂本二郎
田紀子事務員の
上げます。 

各種の支部事
れ活発な支部運
技術者の参加が
ないことなどの
ら構成される本
な困難を伴いま
的な企画の立案
したいと存じま
会、並びに学生
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日本大震災およ
んでお見舞いを
し、悲惨な状況
ころ、更に、福
ほぼ１ヶ月後の
旧に向けた様々
決すべき問題は
いる方々の一
みません。 
電量のうち30%
えるのかを決め
今こそ機械系

来に至る迄の対
ています。既に
の際には金沢大
て地震による被
な実績を上げて
社会の期待の応
言ではありませ
差があり、今回
やむを得ないと
でも山間部特有

支部長
 

第 48 期

富山大

塩澤 
 

速いものです。
退任のご挨拶
幹事の方々を中

見学会などを企
へのサービス向
様のご参加に
。支えて頂きま
また、支部事務
頂きました、吉
郎会計幹事を中
の皆様に深甚な

事業・行事に対
運営が行えま
が少ないこと、
の反省点もあ
本支部として
ますが、距離
案・実施が必要
ます。支部会員
生員卒業研究発

E1963 
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okuriku‐Shine

本機械学会

長就任に際し

期支部長  

科大学工学部 

利昭 

よび長野県北
を申し上げます
況に言い様のな
福島原発での事
の現時点で、十
々な取り組み

は山積していま
日も早い元の

%超を占める原
めるのは、国民
系工学者は固有
対策・対処法を
に、2007 年の
大学が中心とな
被害と復興に
ているだけに、
応える事も可
せん。 
回の東日本大震
ところもありま
有の甚大な被害

長退任にあた

期支部長 

大大学大学院理

和章 

。第 48 期の支
拶を申し上げる
中心に、特別講

企画し、支部会員
向上に努めて参
より何れの企

ました多くの皆
務局として活動
吉川博副支部長
中心とする支部
なる敬意を表

対して多くの方
したが、一方で
、開催県以外か
ります。距離的
は県境を越え
・時間・経費を
要であろうと考
員が一同に集う
発表講演会は年
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北陸信越支部
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部地震で被災
す。余りに大き
ない思いを致し
事故も。地震と
十分とは言えな
が始まってい

ますが、何とし
生活への復帰

原子力発電の現
民であり、社会
有の専門知識を
を考究、提案す
能登半島沖お

なり、支部内の
関する調査報
支部内の大学
能な状況にあ

震災中心の報道
ますが、今回の
害が見られます

たって 

理工学研究部

支部長を拝命し
ることになりま
講演会、技術懇
員並びに研究者
参りました。お

企画も成功裡に
皆様に厚く御礼
動全般の円滑な
長、川端信義庶
部役員、並びに
し、深く感謝申

方々の参加が得
で、企業研究者
からの参加者が
的に離れた５県
えての参加は様
を惜しまない魅
考え、今後に期
う支部総会・講
年を追う毎に活
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１

たちは、災害か
ですが、山間部
り、効果的な仕
せん。私見では
には生かし切れ
「ああすれば

と非難を込めた
な対策・対処お
した。しかし、
を非難すること
タムメイドな取
べきと考える次
さて、深刻な被
期支部長先生
部長先生を含め
力により活発な
々なされており
りますが、第 49
の企画をはじめ
に行いたいと思
いる卒論発表を
究発表講演会で
さんがこれまで
となる様な仕組
もなく簡単なこ
活動の一層の活
と共に考え、検
を頂きたく謹ん

なっております
各支部も同様な
化の現れであり
す。支部総会・
と研究・技術開
ーガナイズドセ
維学部（上田市
も関係各位の深
しました。姫野
皆様に厚く御礼
過去に支部技術
高松機械工業（
賞が内定し第 8
ります。両社並
支部内では世界
施されてきてい
ていくことも学
た、本支部の文
録されることを
昨今の中国、イ
な追い上げの中
ら、学会活動の
ア会員の積極的
検討して参りま
ない状況となり
迎えます。新し
されますことを
申し上げて、退

14 May 201

から学び、次に
部と海沿いでは
仕組み確立等極
はありますが、
れていない、『
良かった、こ

た連日の報道に
および提言がつ
この様な未曾

とより、被災し
取り組みを出来
次第です。 
被災への取り組
の跡を引き継
め歴代支部長各
な支部活動が維
りますこと心よ
9期支部長とし
め、支部活性化
思います。例え
を毎年度末に開
で合同で行う事
で以上に参加
組み等を考えて
ことではありま
活性化実現に向
検討して参りま
んでお願いを申

すことはご同慶
な傾向となって
り、関係各位の
講演会への企

開発の情報交換
セッションと基
市）で開催され
深いご理解と

野修廣実行委員
礼を申し上げま
術賞を受賞され
（株）の両社は
88 期通常総会
並びに関係各位
界に誇れる優秀
います。これら
学会支部の大切
文化や歴史に根
を願っておりま
インド、ASEAN
中で、「知の継
の活性化と会員
的活用、若者に
ましたが、力量
りました。本支
しい世紀に向け
を祈念申し上げ
退任のご挨拶と

1 

に生かす必要性
は状況が大きく
極めて難しいと
これまでの経

『想定外だった
うすれば良か

に対し、被災者
つくづく不足し
曾有の被害と大
した地域毎の復
来るところか

組みが進む中で
継ぐ事となりま
各位の多大な
維持され、新し
より敬服致しま
して支部創設 5

化に繋がる取り
えば、各大学が
開催される支
事の検討や地
し易く分かり
て見たいと思い
ませんが、果敢
向けての取り

ます。積極的な
申し上げます。

慶の極みです。
ており、研究・
のご努力に敬意
企業会員の方々
換の場の活性化
基調講演の開催
れた今期の講演
ご協力により

員長をはじめと
ます。 
れた（株）IHI
は日本機械学会
会で表彰される
位にお祝いを申
秀な技術・製品
らの技術・製品
切な役割である
根ざした機械遺
ます。 
諸国による科

継承と発展」を
員諸氏へのサー
に対する工学の
量不足のため十
支部は間も無く
けて益々活発な
げます。改めて
とさせて頂きま

50
Ann

性を感じていた
異なることも
思わざるを得

経験が今回の震
た』と言えるの
かった」等、反
者に対する具体
していると感じ
大混乱の中で誰
復興に向けたカ
ら直ちに進め

で、塩澤和章第
した。塩澤前
る御努力とご

しい取り組みも
ます。微力では
50 周年記念事
組み等を積極

がそれぞれ行っ
部学生員卒業
域中小企業の
易い支部講演

います。言うま
敢に挑戦し、支
組みを会員諸

なご意見と御提

この傾向は全
技術開発の活

意を表するもの
の積極的な参

化を目指した、
催は、信州大学
演会におきまし
成功裡に推移
する実行委員

シバウラ並び
会優秀製品賞の

ことになって
申し上げます。
品開発が数多く
品を発掘し顕彰
ると存じます。
遺産を発掘し、

科学・技術の急
を念頭に描きな
ービス向上、シ
の魅力向上など
十分な結果を残
く創立 50 周年
な支部活動が展
て、感謝と御礼
ます。

0th 
SINCE1963

niversary

た
も
得
震
の
反
体
じ
誰
カ
め

第
前
ご
も
は
事
極
っ
業
の
演
ま
支
諸
提

全
活
の
参

学
し
移
員

び
の
て

彰

急
な
シ
ど
残
年
展
礼



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研

そ

た
 
■

(

 

日

オ

加

旬

術

電

験

あ

コ

6

(

 

演

テ

れ

イ

ざ

1

士

哉

お

ご

ュ

や

3

9

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県では、

「機械の日」の

研究発表会およ

それに付随して

た。以下にその

■ 主催行事 

(1)「機械の日

平成 22 年 7

日：信州大学繊

オープンキャン

加者は 170 名、

旬から 8 月上

術部門、食品技

電子技術部門の

験やものづくり

ありました。9

コクイズによる

62 名の参加者

(2)特別講演会

特別講演会は

演会は、上でも

「機械の日」の

テム工学科准教

れました。同じ

イラストなどを

ざまな視点から

10 月 27 日にテ

士氏および浜田

哉氏、丸紅情報

お招きし、「計

ご講演いただき

ュレーションの

やすくご講演い

3回特別講演会

93 名の参加者

写真１ オー

長野県 

    長

、平成 22 年度

の関連行事のほ

よび北陸信越支

て第 49 期総会

の活動概要をご

日」関連行事 

7 月 17 日：長

繊維学部、７月

ンバス（写真

、349 名および

上旬に長野県工

技術部門、環境

の長野県内 4 会

り教室等が開催

9 月 27 日には

る学習」という

がありました

会 

は今年度 3件開

も述べましたと

の関連行事も兼

教授 島崎 洋

じ絵でも見方を

を入れながら、

ら問題提起され

テクノプラザお

田 知己氏、(株

報システムズ

計算シミュレー

きました。製造

の現状や動向に

いただきました

会は、11 月 6日

がありました

プンキャンバ

長野県の活動

羽田喜昭

度に 3 件の特別

ほか、北陸信越

支部第 48 期総

会と特別講演会

ご報告いたしま

長野県工科短期

月 25 日：信州

1）が開催され

び 924 名でした

工業技術総合セ

境・情報技術部

会場にて、 新

催され、のべ 4

は長野工業高等

う題目で特別講

。 

開催されました

とおり平成 22

兼ね、山梨大学

洋一氏を講師に

を変えることで

、エネルギー問

れました。第 2

おかやで、（株）

株)ヤマナカゴ

（株）の山田 

ーションの 新

造にかかわる各

について、事例

た。参加者は

日に信州大学工

。「日本の交通

バスの様子（信

動報告 

昭(長野工業高

別講演会、5 件

越支部学生員卒

総会講演会およ

会が開催されま

ます。 

期大学校、７月

州大学工学部に

れ、それぞれの

た。また、７月

センターの材料

部門および精密

新の分析装置の

454 名の参加者

等専門学校で

講演会が開催さ

た。第１回特別

2 年 9 月 27 日

学工学部循環シ

にお招きし開催

で正反対に見え

問題についてさ

2 回特別講演会

）JSOL の伊田

ーキンの牟礼

行利氏を講師

新動向」につい

各分野の計算シ

例を交えて分か

30 名でした。

工学部で開催さ

通システムの変

信州大学工学部

各県か

高等専門学校

件の

卒業

よび

まし

24

にて

の参

月下

料技

密・

の体

者が

「エ

され、

別講

に、

シス

催さ

える

さま

会は、

徹

昌

師に

いて

シミ

かり

第

され

変化 

部） 

と世

場で

技術

だき

(3)学

 第

が 3

まし

あり

表が

354

第 4

総会

にお

題目

後

まし

に、

写

からのニュ

校)

２

世界の航空宇宙

である世界の航

術に携わってこ

きました。 

学生員卒業研究

第40回学生員卒

3月 4日、5 日

した。学生員卒

りました。また

があり、会員 1

名の参加者が

49 期総会（写真

会終了後、信州

お招きし「シル

目で特別講演会

後になりますが

して、関係各位

深く感謝申し

 

写真２ 特別講

写真３

写真４ 特

ュース 

宙の今」という

航空宇宙の新た

こられた泉 耕

究発表会およ

卒業研究発表会

に信州大学繊

卒業研究発表会

た、第 48 期総

150 名、学生員

がありました。

真 3）が総会講

州大学繊維学部

ルクの歴史を振

会（写真 4）が

が、長野県の行

位の多大なご協

し上げます。 

講演会（長野県

３ 総会（信州

特別講演会（信

う題目で、機械

たな流れについ

耕二氏をお招き

び総会講演会

会および第48

繊維学部でそれ

会には、177 件

総会講演会では

員 130 名、会員

 

講演会に付随し

部教授 三浦 

振り返り未来を

が開催されまし

行事の企画およ

協力をいただき

県工業技術総合

州大学繊維学部

信州大学繊維学

械工学の活躍の

いて、航空宇宙

しご講演いた

期総会講演会

れぞれ開催され

件の研究発表が

は、223 件の発

員外 74 名の計

して開催され、

幹彦氏を講師

を探る」という

した。 

よび開催に際し

きました。ここ

合センター）

部） 

学部）

の 

宙

た

会

れ

が

発

計

師

し

こ



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 新潟県では平成 22 年度において、3 件の特別講演会及

び 1件の支部公開セミナーを開催しました。新潟県内の大

学、工業高等専門学校がそれぞれ分担して企画・運営を行

い何れも多くの参加をいただき、成功裏に終了しました。

以下にそれらの概要を報告いたします。 

 

 

１．特別講演会「海外での自動車開発」 
 

 平成 22 年 10 月 15 日（金）に新潟工科大学において講

師に三菱自動車工業パワートレーン実験部の野田利幸様

をお招きし題記の講演をしていただきました。講師は三菱

自動車工業で長い海外勤務を経験され、講演では、この経

験で得られた海外勤務の苦労談、海外生活の魅力や楽しみ、

海外で仕事をすることの意義、海外から見た日本の感想な

どについて紹介していただきました。また技術的な内容と

して、エンジン開発から自動車をとりまく環境エネルギー

問題までの幅広い分野でのヨーロッパの取り組みの現状

を紹介していただきました。本講演会の参加者のほとんど

が学生であり、グローバル化が技術者にとって必須になる

と言われている中で、若い技術者への啓蒙活動として意義

深いものでした。 

 

２．先進技術開発懇談会「ものづくり技術者教育のあり方」 
 
 平成22年11月 6日(土)に長岡技術科学大学において題

記懇談会が開催されました。講演会は「機械を設計するセ

ンスと力」と題して元大阪機工㈱の常務取締役である幸田

盛堂 様の基調講演 及びパネルディスカッションが開

催されました。パネラーは長岡技術科学の柳和久先生をコ

ーディネータに関東学院大学の金田徹先生、オーエム製作

所の中村多喜夫部長、新潟県職能短大の古澤友祥先生、長

岡高専の吉野正信先生及び幸田様が参加されました。基調

講演は講師の会社における経験を元に機械設計者として

求められる資質や人材の発掘と教育についてユーモアを

交えてお話いただきました。またパネルディスカッション

では教育側と企業側それぞれの立場で現状の機械設計教

育の問題点とこれからの要望がディスカッションされ、ゆ

とり教育世代が社会に出始める中で大学側の設計教育の

難しさが伝わってきました。 

 

３．支部公開シンポジウム「新しいエネルギーについて考

えよう―燃料電池～空調技術～自然エネルギー利用と社

会に関する講演会とパネルディスカッション」 
 

 平成 22 年 11 月 26 日(金)に新潟大学駅キャンパスにお

いて難題記シンポジウムが開催されました。講演会では三

重大学の西村顕先生より固体高分子燃料電池の開発研究

について、京都大学の岩井裕先生より固体酸化物燃料電池

について、ダイキン工業㈱の柴田豊様より 新のヒートポ

ンプ給湯器及び空調機の開発について、名古屋学院大学の

和田幸子先生よりインドの再生可能エネルギーの取り組

みの現状についてそれぞれ講演をいただきました。引き続

きパネルディスカッションを行いましたが、講演で活発な

質疑が繰り広げられたためパネルディスカッションの時

間を短縮せざるを得なかったことは残念でありました。 
 

４．新春技術経営セミナー「県内主要地域における製造業

の過去・現在・未来」 
 
 平成 23 年 1 月 5 日（水）に長岡技術科学大学において

題記セミナーが開催されました。新潟県内産業におけるこ

れまでの発展について概観し、後世へ伝える史実をまとめ

ることを趣旨としており、三条市経済部部長の木村文夫 

様、上越市産業観光部長澤海雄一 様、長岡市商工部長の

品田満 様、新潟県工業技術総研長の嶽岡悦雄 様の４人

の講師の方によるリレートーク形式で行われました。幅広

い切り口で、詳細なデータに基づき県内製造業の過去・現

在をご紹介いただくとともに、今後の発展がいかに期待さ

れるかわかり易くご講演いただき活発な議論が行われま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 特別講演会「海外での自動車開発」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 「ものづくり技術者教育のあり方」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 新春技術経営セミナー

新潟県 

    新潟県の活動報告 

小林一幸(新潟原動機株式会社)
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 平成 22 年度は 2 件の特別講演会と 1 件の公開討論会を

開催したしました。 
 
 特別講演会（8 月 6 日於富山大学）では、「本物を作れ

るものづくり実践力の向上を目指して」をスローガンに、

産学連携による学生参加型ものづくり教育を実施しまし

た。内容は、電気、情報、機械、材料の各工学分野におい

て開発の 前線で活躍されている県内企業の技術者４名

（コーセル株式会社長原様、株式会社インテックシステム

研究所新森様、コマツ NTC 株式会社杉原様、三協立山アル

ミ株式会社村井様）を講師にお招きして、製品開発のプロ

セス、コスト、信頼性、安全性、環境への配慮などについ

てご教授いただきました。講演会の主題からは離れるが、

大学の学問のどのようなところが企業で役に立つか、また、

どのようなところに乖離があるかという話題は興味深い

ものでした。参加は、富山大学の工学部生が主体で、参加

者総数は 410 名でした。 
 
 特別講演会（1月 20 日於㈱不二越）では、「これからの

日本のものづくり」と題して、ヤマザキマザック(株)村木

様ならびに(株)不二越片桐様より講演をいただきました。

参加者は学生を含めて 44 名でした。日本を取り巻く環境

が厳しい中、今後日本の産業界がどのように戦ってゆけば

よいかの手がかりを考える機会となることを意図して企

画されました。特にものづくりの根幹を支える工作機械や

工具、機械要素メーカーの方から、各分野の現状と開発の

方向性などをご教授いただいたことは、たいへん勉強にな

りました。また社会人技術者のみならず学生にとっても、

今後身につけるべき技術や知識，そして進路を考える上で

も大きな助言をいただいたように思います。講演後には㈱

不二越の軸受け工場，工具工場を拝見させていただき、製

品設計や製品の直接的な加工だけでなく、その周辺技術の

重要性も感じさせられました。 
 
 公開討論会（12 月 11 日於富山県立大学）は日本設計工

学会北陸支部との共催により、「学生の実践的ものづくり

への挑戦」をスローガンに「学生フォーミュラカー製作を

通じたものづくり討論会」と銘打って開催されました。討

論会には、金沢大学、金沢工業大学、福井大学、福井工業

大学、富山大学、富山県立大学の 3県 6 大学の学生、教員

など 45 名が参加しました。学生フォーミュラ大会は社団

法人自動車技術会が主催となって毎年 9 月上旬に静岡で

開催され、今年は第 9回大会となります。例年上位入賞を

果たしている金沢大学や金沢工業大学に対して、なかなか

本戦で完走できない福井大学、福井工業大学、そして本戦

に出場できない富山県立大学と新参者の富山大学が質問

をぶつけるという形で討論が進みました。当日は、各大学

のマシンが展示され、マシンを見ながら白熱した論議をす

る光景は、まだまだものづくり魂が参加した若者たちにあ

ることを実感させられました。と同時に、工学部の教員と

して学生達の熱い想いを冷やすことのないように支援し

ていく責任も痛感させられました。討論会終了後も、場を

去るのが惜しいかのように討議している姿が印象深かっ

たです。学生達のネットワークも構築され、お互い切磋琢

磨して9月に大会で再会することを誓い合っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

特別講演会（8月 6日於富山大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開討論会（12 月 11 日於富山県立大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

公開討論会（12 月 11 日於富山県立大学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公開討論会（12 月 11 日於富山県立大学）

富山県 

    富山県の活動報告 

屋代春樹（富山県立大学）
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 この度の東日本大震災により、被災された皆さまには心

よりお見舞いを申し上げます。皆さまの安全と一日も早い

復旧を心よりお祈り申し上げます。 

さて、石川県では 2010 年度の行事としてセミナー：1

件、展示会：1 件、特別講演会：3 件、講習会：1 件を開

催いたしました。その概要を報告します。石川県の活動の

様子を感じていただければ幸いです。 

 

1.セミナー＆展示会（各 1 件） 

(1)MEX 金沢 2010 開催記念セミナー 

  開催概要：平成 22 年 5月 22 日 

  石川県産業展示館 参加者 120 名 

  講演会：「サーボプレスの歴史と活用動向」 

  コマツ産機(株) 副社長 西田憲二 様 

 業界随一のサーボプレス納入実績を誇るコマツ産機(株) 

 からサーボプレス歴史と活用事例の説明。具体的な「モ 

 ノ作りにおける改善・改革のヒント」を講演いただきま 

 した。会場満席の盛況で、多数の企業からの聴講者がみ 

 られました。（図 1、図 2） 

(2)MEX 金沢 2010/第 48 回機械工業見本市金沢 出展 

  開催概要：平成 22 年 5月 20 日- 22 日 

  石川県産業展示館 4 号館 

 MEX 金沢 2010 は、「未来へ受け継ぐ ものづくりの技と 

 心」のテーマで開催され、約 5万人の来場者で盛況。そ 

 の中で、日本機械学会と日本機械学会北陸信越支部の紹 

 介や計算力学講習会の紹介を行いました。会場ブースの 

 設営や展示パネル(4枚)を見直し、スライド上映するなどの 

 工夫をしました。 

 

2.特別講演会開催（3件） 

(1)トンネル火災研究会 

  開催概要：平成 22 年 11 月 5 日- 6 日  

  金沢大学角間キャンパス 参加者 99 名 

  講演会：13名(日本:6名、韓国:5名、台湾：2名) 

  による 13 件の講演会を実施 

 テーマは「トンネル火災における避難および煙のコント 

 ロール」や「トンネル防災基準」等。道路管理者や民間 

 企業研究所、韓国、台湾からも多数参加。アンケートで 

 は発表内容のレベルが高いという評価を受けました。 

 また、6日はテクニカルツアー(新東名掛川試験走路見 

 学)を実施。日本の 先端の道路技術を見せることが 

 できました。 

(2) 新加工技術に関する特別講演（図 3 参照） 

  開催概要：平成 23 年 2月 14 日 

  金沢工業大学キャンパス 参加者 67 名 

  講演題目：「cBN 工具による難削材加工と精密切削加工 

 のための刃先処理」 

  講師名：名古屋工業大学 大学院工学研究科 

  糸魚川文広 准教授 

  講演内容：ｃＢＮ工具の刃先処理や強い材料の加工時に横 

 切れ刃に生じるノッチ摩耗の抑制やノッチ摩耗の発生 

 メカニズムを高速度ビデオカメラの画像解析により説明。 

 

(3)金属材料の機械的特性と内部組織の関係 特別講演会 

  開催概要：平成 23 年 2月 18 日 

  金沢大学角間キャンパス 参加者 50 名 

 講演-1：「組織制御への変形双晶の利用と機械的性質の改善」 

  講師 電気通信大学 三浦 博巳 准教授 

  講演-2：「高マンガン TWIP 鋼および高マンガン TRIP 鋼 

 の塑性挙動と結晶粒微細化」 

  講師 香川大学 上路 林太郎 准教授 

 構造用金属材料の組織制御と力学的性質に関する 新 

 の研究を 2 名の講師の方から紹介して頂きました。 

 材料工学の重要性を分かりやすく説明して頂きました。 
 

3.講習会 

(1)CAE 技術者のための計算力学講習会(公認講習会) 

開催概要：平成 22 年 11 月 20 日 

金沢大学角間キャンパス 参加者 13 名 

恒例となった本講習会も今回で 6年目(通算：8回)。 

金沢大学機械工学系 坂本二郎教授講演と有限要素解 

析(線形弾性解析)の実技講習を実施しました。計算力 

学技術者認定制度の普及に役立つ本講習会の開催要望 

は根強く、今後も参加者を更に増やす活動を行う。 
 

 以上、活動報告をさせていただきました。各幹事・関係

者の方々には心より感謝申し上げます。 後にリーマンシ

ョックからも立ち直り、機械製造業も明るくなった矢先の

東日本大震災発生であった思います。完全復興に向けては、

官民/産学の境目のない強い連携と協力が今後も必要です。

皆さん、頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川県 

    石川県の活動報告 

宮内康範（株式会社ＰＦＵ）

図 1. MEX 金沢 2010 開催記念セミナー会場模様

図 2. セミナー講師 コマツ産機(株) 西田憲二氏

図 3. 新加工技術に関する特別講演の模様 
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 福井県では、平成 22 年度に 3 件の特別講演会、1 件の

機械の日関連行事（福井大学オープンキャンパス）を開催

しました。以下に、活動概要をご報告いたします。 

 

■主催行事 

特別講演会 

 平成 22 年 10 月 22 日に「将来型自動車の普及分析と燃

料電池技術」と題する特別講演会が福井大学文京キャンパ

スで開催され、参加者は 116 名でした。北海道大学 大学

院工学研究科の近久武美教授によって自動車用の燃料電

池の構造、電池性能向上のための電池内の凝縮水挙動の実

験観察と数値シミュレーションの研究ならびに氷点下起

動時の凍結現象に関する研究が紹介されました。さらに、

将来、どの形式の自動車が普及するかについて、すなわち、

将来型自動車の普及解析について、提案された解析モデル

と解析結果について説明されました。また、エネルギーに

関する近年の取り組みも紹介されました。 

 平成 22 年 12 月 17 日に「巧みさを獲得したロボットハ

ンド」と題した特別講演会が福井大学で開催され、参加者

は 33 名でした。2009 年度の日本機械学会優秀製品賞を受

賞された、株式会社ＴＡＩＹＯの澤田謙開発部長がロボッ

トハンド開発の 前線の話やメカニズムと制御の組み合

わせの考え方等を苦労話も交えて講演されました。遠方の

企業からの参加者もあり、質疑応答も活発に行われました。

企画および開催は吉川技術士事務所の吉川博代表が担当

されました。 

 平成 23 年 2 月 4 日に「和時計とからくり人形」と題し

た特別講演会が福井工業大学で開催され、参加者は 86 名

でした。千葉工業大学工学部教育センター白井靖幸教授が

講演されました。この講演では、和時計とからくり人形に

ついて話が進められ、また、研究の成果としていくつかの

からくり人形と時計が会場に展示され、その動作について

説明されました。この講演を学生が熱心に聴き入っていま

した。企画および開催は福井工業大学の小沢康美教授が担

当されました。 

 

■「機械の日」関連行事 

 2010 年 8 月 6 日に福井大学でオープンキャンパスが開

催され、「機械の日」関連行事として機械工学科では①「機

械の中の摩擦の世界」、②「熱と流れの計測とシミュレー

ション」、③「メカトロニクスを体感する」と題して体験

授業・デモ実験を行いました。メカトロニクスのデモの実

施風景は写真 4の通りです。小学生や中学生が集まり、デ

モ実験などを楽しんでいました。この企画と実施は福井大

学の教職員が担当されました。 

 

 いずれの企画についても成功裏に終了することができ

ました。企画に携われた福井県運営委員会の皆様及び関係

各位に深く感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県 

    福井県の活動報告 

太田淳一（福井大学）

写真 4 福井大学オープンキャンパスの風景 

写真 3 白井教授の講演 

写真 1 近久教授の講演 

写真 2 澤田部長の講演 
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時の 4,000rpm

を目指す。従来

の目処がついて

程度である。し

で要求される粒

安定して生成す

うため、粉砕部

ステンレス化

らに、市場から

いる。 

して生成するた

)を実現させる

テム模式図を

、Fig.1 では

システムを構

概観写真を Fig

右方向長さ約 1

き起こす羽を

高速化技術開

代春樹（富山

ど、米粉が注目

的基盤技術高度

粉製粉機の開

転化について紹

局が財団法人富

委託し、新世紀

村機械製作所、

。なお、事業の

できないことを

米の加工も米粒

米粉は、パン、

費拡大、食糧自

た、消費者・実

なる市場の拡大

えるにはいくつ

粉の微細粉砕技

る。 

オン産業株式会

本とし、従来の

気流式粉砕方式

の少ない米粉製

造体を回転させ

引、かつ原料同

る方式であり、

を 6,000rpm と

来の粉砕機で

ているが、これ

しかしながら、

粒度は 30μmで

するまでには至

部の材質は錆び

（焼入れ処理）

らは大量生産が

ため、機械装置

る。 

Fig.1 に示す。

「スーパーパウ

構成する主要装

g.3 に示す。製

1,200mm、高さ

を有する回転体

発 

山県立大学）

目さ

度化

発」

紹介

富山

紀産

富

の性

をお

粒か

菓

自給

実需

大が

つか

技術

会社

の胴

式に

製粉

せて

同士

本

とし

は、

れに

米

であ

至っ

び等

に

が可

置の

。本

ウダ

装置

製粉

さ約

体は

Fig3

によ
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７

3 の右端にあ

より３本のベル

le1 に示す。

       F

Fig.

Fi

ス 

モー

る筐体に格納

ルトを介して駆

ig.1 製粉シス

.2 製粉システ

ig.3 気流式製

Table1 製粉

ーター

ベルト駆

納されていて、

駆動される。製

ステム模式図 

テムの主要装置

製粉機の概観 

粉機の仕様 

気流式
製粉

駆動

左端のモータ

製粉機の仕様を

置 

式
粉機

タ

を

 

 



長浜シェンク製作所製のバランスマシンを使って、静バラ

ンス、動バランス修正を行ったあとの筐体部振動と本事業

の振動目標値を Fig.4 に示す。筐体部振動は約 5,000rpm

を超えると急激に大きくなっている。この振動値はアンバ

ランス修正後のものであることから筐体振動の原因はア

ンバランスではないことが明らかである。なお、従来は

4,800rpm 以下の低振動の運転域で粒度 40μm の米粉を安

定的に製造している。 

振動が急激に大きくなることからベルトの非線形振動の

可能性があり、ベルト張力を変えて実機稼動実験を行った。

代表的な結果を Fig.5 に示す。ベルト張力を変更しても製

粉機の振動の変化は小さくベルトの非線形振動が原因で

はないと判断した。 

次に打撃試験により回転体の振動を計測した。回転体を筐

体に組付けた状態での打撃試験のため、実験結果は回転体

以外の振動特性の影響を受ける。回転体各点の周波数応答

関数を Fig.6 に、また顕著なピークを示す 92Hz、121Hz の

振動モードを Fig.7 に示す。92Hz では回転体の曲げモー

ドが明確ではないことから筐体の共振と考えた。121Hz で

は青線で示すように回転体が曲げ共振していると思われ

るが、それとは直角方向の変位（赤線で示す）はほとんど

振動しないことから純粋な回転体の曲げ共振ではなくて

筐体との連成共振と考えた。（Fig.6,7 の軸の説明は省略

する） 

回転体の CAD データから有限要素モデルを作成しロータ

ダイナミクス計算を実施したところ、回転体の曲げ共振周

波数は回転体の回転速度の±１次、±２次・・・と変調さ

れる結果となり、実現象とは異なることから回転体単独の

曲げ共振ではないことが裏付けられた。一方、連成共振と

は言っても、その共振系の主要な質量は回転体中央部に設

定されている円盤状のファンなどであると考えられるの

で、上記有限要素モデルを使って質量部分の軽量化を図り、

連成共振の周波数を高くして 92Hz の筐体共振との関係を

絶つことを目指した。計算による検討結果を Fig.8 に示す。

Fig.8 上図は上部軸受から筐体への伝達力、下図は下部軸

受からの伝達力を表わしている。オリジナル仕様の

80Hz(4,800rpm) の伝達力レベルが軽量化仕様では

100Hz(6,000rpm)まで上がっている。 

この軽量化仕様の実機運転結果を Fig.9 に示す。アンバラ

ンス修正後でも約 1.8cm/s の振動速度振幅があったが、主

に回転体の中央部を軽量化することで約 0.7cm/s まで低

減でき、目標値を大きくクリアし、製粉機を 7,000rpm ま

でスムーズに回転数を上昇することが可能となった。なお、

振動の観点からは約 10,000rpm までも可能と思われる。 

ピークが現れる回転速度が若干上がったのは回転体の軽

量化によるものと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.4 筐体部振動と目標値 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.5 ベルト張力を変更しての製粉機振動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.6 回転体の周波数応答関数 
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Fig.7 回転体の振動モード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.8 軽量化仕様の検討 

 

Fig.8 軽量化仕様の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.9 軽量化仕様の実機運転結果
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■技術賞 
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アートの加工技

岩堀

三好

水野

山本

明頓

田嶋

中村

多田

<受賞理由> 

ニッケルフリー

るチタンを基材

ー溶接により、

度を両立する商

賞に値すると判

■貢献賞 

長谷

<受賞理由> 

第 39 期支部長

を 4期、県幹事

献した。さらに

修め、学術の発

すると判断した

■学生賞 学

山本

大橋

岩佐

稲垣

赤穂

※日本機械学会

課程前期）修了

域における機械

15 回の技術賞

の超弾性チタ

技術開発』 

堀 一夫  （株

好 英世  （株

野 忠佳  （株

本 勝巳  （株

頓 隆太郎（株

嶋 康弘  （株

村   浩  （株

田 弘幸  （株

ーの超弾性合金

材とした理想的

、細線の溶接組

商品として仕上

判断した。 

谷川 富市（新

長をはじめ、支

事１期を努め、

に，流体工学分

発展に大いに貢

た。 

学生会活動

本 達郎（金沢

橋 侑（金沢大

佐 尚哉（金沢

垣 創太（金沢

穂 篤志（金沢

会がフェロー寄

了後１年目の正

械工学および

賞、貢献賞、学

ン合金を使用

株式会社 シャル

株式会社 シャル

株式会社 シャル

株式会社 シャル

株式会社 シャル

株式会社 シャル

株式会社 シャル

株式会社 シャル

金の開発を、生

的な構成で実現

組立構造におけ

上げた総合技術

新潟大学） 

支部評議員を 2

支部の運営と

分野において多

貢献しており、

の部 

沢大学理工学域

大学理工学域）

沢大学理工学域

沢大学理工学域

沢大学理工学域

寄付金に基づき

正員に対して

機械工業の振

学生賞、優秀講

用した眼鏡ライ

ルマン） 

ルマン） 

ルマン） 

ルマン） 

ルマン） 

ルマン） 

ルマン） 

ルマン） 

生体適合性に優

現し、微細レー

ける強度と表面

術の高さは、技

2 期、支部商議

と振興に大いに

多数の研究成果

支部貢献賞に

域） 

 

域） 

域） 

域） 

き、本会講演会

「若手優秀講演

第 15 回

支部賞

振興と支部活動

講演賞の各賞の
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優れ

ーザ

面粗

技術

議員
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果を
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賞選考委員長

動の活性化を図

の受賞者が下記

賞理由> 

カライフの世界

展示説明を通じ

を広く伝えた。

部学生会の活性

の部）に値する

学生賞 卒業
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畠山

松村
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中沖
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河野

詳細は学生会機

優秀講演賞

摩擦が作用する

発生する内部共

中江

衝撃波との衝突に

坂村

優秀講演賞

学生の部・

紫外パルスレー

カルの計測』

南日

カーボンナノフ

問屋

分子動力学法によ

内山

力学系べクトル

同調制御』 

涌井

トロコイド歯車

山川

れた講演を行っ
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越支部賞

 吉川 博

図ることを目的

記のとおり決定

界展の企画と実
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日本機械学会
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ると判断した。

業研究発表
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的として創設さ

定されましたの
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や学生に機械
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たことから、学

 

の部 

大学） 

大学） 

大学） 

大学） 

大学） 

学） 

高等専門学校）

工業高等専門学

大学） 

大学） 

学） 

工業大学） 

p.13 に掲載し

） 

連成振動ブロッ

解析』 

高等専門学校）

飛散の数値シミュ

県立大学） 

会フェロー

吸収分光法によ

大学大学院） 

氷の矩形容器内

大学） 

スの変形挙動シミ

大学） 

モーションアシ

大学大学院） 

誤差に及ぼす偏

術科学大学大学

准員および修士

る。

術士事務所）

された支部賞

ので報告致し

製作した滑空機

械工学とそに魅

に成果を修め、

学生賞（学生活

 

学校 ） 

ております）

ックモデルで

 

ュレーション』

ー賞※） 

よる OH ラジ

内自然対流融解』

ミュレーション

シスト装置の

偏心の影響』

学院） 

士課程（博士

機

魅

、

活

  

』

ン』



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1
 

て

と

数

製

独

優

か

た

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2
 

微

を

す

タ

化

成

硬

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．はじめに 
国内眼鏡フ

ている。しか

と、低価格帯製

数は年々減少傾

製品の新たな価

独自開発の新素

優れたデザイ

かけ心地の眼鏡

た。(図 1) 

 

図１

2．Ni フリー
Ti、Nb、Zr

微量添加する

を期待したが

するため、組成

タン合金であ

化に向けた大

成による熱処

硬化の温度域

図

Niフリーの

ラインアー

レーム製造の

し、高価格帯

製品は中国製

傾向にある。

価値創造を目

素材に、高い

ンを融合させ

鏡フレーム（

 Ti 基超弾性合

ー素材 
を主要な構成

ことで固溶強

、Al 添加量の

成の調整に苦

り、300 度近傍

きな課題とな

理感受性を評

を調整するこ

図２ 新開発合

の超弾性チタ

ートの加工技

岩堀一夫

95%以上が福

帯製品は主に欧

製品等との競合

そのような状

指して、高機

加工技術を適

せた、ユニーク

（ラインアート

合金の眼鏡フ

 

成元素とした合

強化による超

のわずかな違

苦労した。本開

傍の温度での

なった。この問

評価し、Nb の

ことで解決した

合金の超弾性特

 

タン合金を使

技術開発 

夫(株式会社 

福井県で生産さ

欧州ブランド製

合で、産地の生

状況の中で、日

機能で安心安全

適用し、さらに

クで今までにな

ト）の開発を行

レーム 

合金素材に Al

弾性特性の発

違いで特性が変

開発合金は、β

の時効硬化が実

問題に対しては

濃度により時

た。 

特性 

使用した眼鏡

シャルマン

され

製品

生産

日本

全な

に、

ない

行っ

l を

発現

変化

βチ

実用

は組

時効

3．
 ス

材料

るこ

を確

い線

約半

いか

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

4．
 従

び広

った

加工

はも

の簡

この

ーム

従来

とに
 

5．
 本

初め

術は

分野

した

した

囲で

応用

加工

術力
 

8月

１０ 

技術賞

鏡

ン)

スウェージ加
スウェージ加工

料表面に発生す

ことを見出し、

確認し、高い表

線径に加工する

半分の 0.65mm

かけ心地が実現

図３

微細レーザー
従来技術の抵抗

広範囲の熱影響

た。本製品では

工条件の工夫や

もとより、熱影

簡素化が実現で

の加工技術によ

ムにとどまらず

来にない新しい

に成功した。

おわりに 
本加工技術によ

めて工業製品と

は生体適合性の

野での応用が期

た医療用ガイド

たメスやピンセ

での超弾性特性

用が可能と考え

工材にも応用で

力のさらなる向

７日は「機械の

加工技術 
工の加工条件に

するむしれやか

さらに加工速

表面品質および

る技術を開発し

径を達成でき

現できた。 

図３ むしれ

３ 本加工法に
 

ー接合技術の
抗ろう付では、

響による部品強

、自社開発の微

や治具の開発な

影響範囲を少な

でき、安定生産

より、単に新し

ず、その新素材

いかけ心地の眼

よりNiフリーの

として開発する

の高い素材に対

期待でき、低ヤ

ドワイヤ、チタ

セットなどの手

性を生かした歯

えられる。また

でき、日本のも

向上に貢献しう

の日」8月1日

について、1 パ

かみ傷に大き

速度が直線性に

び直線性を保ち

した。その結果

、繊細なデザ

れ傷外観 

よる加工結果

の導入 
スパーク発生

強度の低下と

微細レーザ接合

などにより、表

なくし、装置オ

産への対応も可

しい素材を使用

材の性能を 大

眼鏡フレーム

のTi基超弾性

ることに成功し

対するものであ

ヤング率と細線

ンの持つ高い

手術用具、およ

歯列矯正用の

た、本技術は、

のづくりにお

うるものと考え

から7日は「機

パスの減面率が

な影響を与え

に影響すること

ちながらより細

果、従来製品の

ザインや柔らか

果 

生による傷およ

いう問題があ

合機を導入し、

表面品質の向上

オペレーション

可能となった。

用した眼鏡フレ

大限に活かし、

を開発するこ

性合金を世界で

した。本加工技

あるため、医療

線化技術を応用

い耐食性を生か

よび広い温度範

ワイヤなどに

Ti 以外の難

おいての生産技

えられる。 

機械週間」  

が

え

細

の

か

よ

あ

、

上

ン

 

レ

、

こ

で

技

療

用

か

範

に

難

技



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し

の

く

よ

ざ

上

寒

始

そ

曾

方

れ

 

と

そ

め

業

来

い

車

年

は

震

っ

の

も

ま

き

り

陸

活

っ

3月

この度は思い

しました。私は

の寄与をした

くまた感謝の念

よび関係各位に

ざいました。受

上田市にある信

寒さは冬のそれ

始め、春の息吹

その６日後に東

曾有の国難と

方々に心からの

れた方々のご冥

ここで、此度

として感じたこ

その一は、日本

めているとい

業・工場の大半

来なくなったた

います。例えば

車の生産はリー

年内に本格的

は平坦ではあ

震の際にも起

ったためダメー

の被害は広範甚

も暗い影を落と

ません、今やど

きます。現代社

り立っており、

陸信越地域に

活躍している企

って邁進して戴

貢献賞受賞

 

 

5 日支部総会

いもかけず栄

は支部に対して

という思いが

念も一入です。

に厚く御礼申し

受賞日は２０１

信州大学繊維学

れでしたが空

吹が感じられ

東日本大震災が

なりました。

のお見舞を申し

冥福をお祈り致

度の大震災に際

ことの一端を記

本のどの地域も

うこと。ご存知

半が被災しそこ

ため、日本の産

ば、震災から一

ーマンショック

回復を目指す

りません。似た

きましたがこ

ージは小さくて

甚大。悪影響は

としています。

どの地域が大被

社会は各地各国

、それだけ地域

も高度で独自

企業が多くあ

戴きたいと思い

賞に感謝して

長谷川富市

の支部賞授与

栄誉ある支部功

て、多少の役員

無いだけにこ

。私を支えてく

し上げます。誠

１１年３月５日

学部。この日上

空気は澄み水仙

る静かな一日

が起きたのです

この場を借り

し上げますと

致します。 

際し機械工学に

記させて戴き

も日本を支える

知のように、東

こからの製品・

産業は大きなダ

一ヶ月半が経過

クを上回る低迷

すということで

た現象は２００

の場合は被災

て済みました。

は我国全産業に

。東北地方が特

被害を受けても

国の複雑で微妙

域の重要性も大

な技術を持ち

ります。どうか

います。 

て 

市（新潟大学

式にて 

功績賞を受賞い

員拝命以外、特

この受賞は面映

くださった方々

誠にありがとう

日、場所は長野

上田地方は快

仙や福寿草も咲

でした。そし

す。驚天動地、

て、被災され

ともに、亡くな

に携わる者の一

たいと存じま

る重要な位置を

東北地方に在る

・部品の供給が

ダメージを受け

過した現在も自

迷を示してお

ですがその道の

０７年の中越沖

災地が限定的で

。それに比べ今

に及び世界経済

特別なのではあ

も同様の現象は

妙な関係の上に

大きいのです。

ち国内外を相手

か責任と自信を

学名誉教授）

いた

特別

映ゆ

々お

うご

野県

晴。

咲き

て、

未

れた

なら

一人

す。 

を占

る企

が出

けて

自動

り、

のり

沖地

であ

今回

済に

あり

は起

に成

北

手に

を持

 そ

とで

壊滅

の事

いま

や技

度放

の回

稼動

が生

役割

や機

いう

と称

学・

工学

気の

会は

従来

めに

 以

対す

学会

ただ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 

貢献賞

）

その二は、原発

ですが、福島第

滅的な被害を蒙

事故により避難

ません。ここで

技術が深く関係

放射能雰囲気の

回復、瓦礫の撤

動、外部冷却装

生じており、こ

割を果たしてい

機械工業は現代

うことです。し

称される華やか

工業を敬遠し

学・機械工業離

のある職種だけ

は機械の重要性

来にも増して社

に貢献して戴き

以上、受賞のお

する思いの一端

会北陸信越支部

だきます。 

発事故に関する

第一原発の１～

蒙りました。現

難を続けてお

で気付くことは

係していること

の中における、

撤去、汚染水の

装置の検討と設

この解決には機

います。そこで

代社会を支え

しかし、社会や

かな分野に向き

しがちです。そ

離れに繋がって

けで社会は成り

性を再認識し、

社会に対する責

きたいと思いま

お礼を申し上げ

端を述べさせて

部の益々の発展

 

ることです。こ

～４号炉が地震

現在も十万人規

り避難解消の

はこの事故に機

とです。事故発

冷却水の放水

の移送、各種機

設計等等、待っ

機械工学・機械

で再認識したこ

る重要な柱の

や若者の目はと

き、地味で目立

そのような風潮

ているような気

り立っていませ

また、機械に

責任と自負を

ます。 

げ、また僭越な

ていただきまし

展を祈念し筆

これも周知のこ

震と津波により

規模の人々がこ

目途はたって

機械工学の知識

発生以来、高濃

水や注入、電源

機器の点検と再

った無しの問題

械工業が主体的

ことは機械工学

一つであると

もすれば先端

立ち難い機械工

潮が若者の機械

気もします。人

せん。今こそ社

に携わる人々は

持って世のた

ながら大震災に

した。日本機械

をおかせてい

こ

こ

て

識

濃

源

再

題

的

学

端

工

械

人

社

は

た

に

械

い



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

等

動

行

の

近

の

ー

も

年

活

行
 
1

 

年

1

議

平

展

成

(

昨

学

で

式

上

ー

質

発

会

車

出

各

第

さ

出

表

ラ

に

意

的

の

校

わ

と

校

の

北陸信越学生

等専門学校の学

動には片道 6

行事は不可能に

の活発な運営を

近年の新幹線や

の緩和や、情報

ーションの質と

も転換期を迎え

年度では、この

活性化へと導き

行事の活動状況

1．幹事校会の

2010年度は

年 7 月 17 日

16 名、および

議では、 (1) 

平成 22 年度事

展、(4) 学生員

成 21 年度予算

(7) 学生会活

昨年度から引き

学生活動につい

であった。会議

式会社 本社工

上のラインは止

ーの製造行程や

質問の場で、運

発な話し合いの

会を開いて運営

車の都合で参加

出席者の内、半

各校の事情など

第 2回は 2010

され、20 名の

出席があった。

表講演会（2）

「メカライフの

ライフの世界展

（6）次年度委

について、（7）来

意見交換が行わ

的なものとする

の任期を 2年程

校会を原則メー

わせ開催するこ

となった。メー

校会自身で大き

の学生会行事に

北陸信越学

 

北陸信越支
松原雅春（信

生会は北陸信越

学生を中心に運

時間程度かか

に近く、そのよ

を長年にわた

や高速道路等

報技術の発達に

と量の両面での

えつつあるので

のような地理的

きそうな行事を

況と将来の課題

の開催 

2回の幹事校会

（土）に信州大

び、幹事・顧問

平成 21 年度事

事業計画、(3) 

員卒業研究発表

算案、(6) 次年度

活動について意

き続いて参加し

いての具体的

議の後、タクシ

工場（須坂）に

止まっていたが

や圧縮機の開発

運営委員から積

の場となった。

営委員の交流を

加できない運営

半数程度の参加

ど、学生同士の

年 11 月 6日

の運営委員、お

。会議では、（

今年度総会開

の世界展」の報

展」の予定、（5

委員長校および

来年度以降の幹

われた。その結

るため，卒業や

程度とすること

ール審議とする

こと、年一二回

ール審議への移

きな予算を費や

にまわすためで

学生会の活動

支部学生会担
信州大学工学部 

越支部地域の

運営されている

かる場合もある

ような地理的状

り取組んできた

等の交通整備に

に伴う遠隔地間

の高度化に伴い

ではないかと考

的制約のもとで

を試験的に行っ

題について報告

会が開催された

大学工学部で開

問教員 1 名の出

事業報告およ

平成 22 年度メ

表講演会（新潟

度委員長校お

意見交換が行わ

した運営委は

的な意見が出な

シーに分乗して

に行った．土曜

が，一部が稼働

発施設を見学

積極的な疑問や

。夕方には長野

を深めた。残念

営委員も多くい

加があった。人

の濃密な情報交

（土）に信州大

および、幹事・

（1）第 40 回学

開催について、

報告、（4）平成

5）第 87 期 委員

び各県幹事校と

幹事校会およ

結果、学生会の

や修了での交代

とが了承された

ること、総会を

回程度の学生会

移行は学生会の

やされており、

である。 

北陸信越

動 

担当幹事  
機械システム

10 大学 6 工業

る。参加校間の

るため日帰りで

状況の中で学生

たといえる。一

による地理的制

間でのコメニュ

い、学生会の運

考えている。2

での学生会をよ

った。ここでは

告する。 

た。第1回は2

開催し、運営委

出席があった。

び決算報告、

メカライフの世

潟大学）、(5) 

よび各県幹事

われた。しかし

1 名しかおら

なかったのは残

てオリオン機械

曜日なので半数

働しており、チ

した。見学の後

や意見が出て、

野市において懇

念ながら帰りの

いたが、幹事校

人数が少ない

交換の場となっ

大学工学部で開

顧問教員 2 名

学生員卒業研究

（3）平成 22 年

成 23 年度「メ

員長校会の報

と運営委員の任

び活動につい

の活動をより継

代を除き，運営

た．また、学幹

を卒業講演会に

会行事を行うこ

の行事の内、幹

、その予算を本

越支部学生

ム工学科 准教授

業高

の移

での

生会

一方、

制約

ュケ

運営

010

より

は各

010

委員

会

(2) 

世界

平

校、 

し、

ず、

残念

械株

数以

チラ

後の

活

懇親

の列

校会

分、

った。 

開催

名の

究発

年度

メカ

告、

任期

て、

継続

営員

幹事

にあ

こと

幹事

本来

第 2

の泉

世界

て開

談会

スで

2 名

お招

くの

みん

が今

図1
 
2.

 20

おい

によ

え、

械工

る。

趣向

年間

支部

年度

行い

生に

山本

志君
 

表 1

長

等

金

富

福

等

新

生会機関紙

授）

１２ 

2 回幹事校会に

泉耕二先生をお

界の航空宇宙の

開催された。さ

会を飯綱町の宿

で行った。出席

名の出席があり

招きした講師の

の学生が耳を傾

んなで見たきれ

今後の学生会行

1 第 2回幹事

「メカライフの

010 年度「メカ

いて実施された

より子どもに機

機械や機械工

工学を担う人材

各校とも機械

向を凝らしてわ

間を通して学生

部から学生賞(

度の学生賞は、

い、製作した滑

に機械工学とそ

本達郎君、大橋

君に贈られた。

1 北陸信越学

学校名 

野工業高

専門学校 
20

沢大学 20

山大学 20

井工業高

専門学校 
20

潟工科大学 20

紙白眉 20

に合わせ、宇宙

お招きし、「日

の今」と題する

さらに、当日の

宿泊施設、マウ

席者は 19 名の

り、総勢 22 名

の本当の意味で

傾け、また様々

れいな星空が印

行事のひとつと

事校会に併せて

の世界」展の開

カライフの世界

た。「メカライ

機械や機械工学

工学に興味を持

材の育成につな

械工学の中での

わかりやすい実

生会活動に貢献

(学生会活動の

「メカライフ

滑空機の展示説

その魅力を広く

橋侑君、岩佐尚

 

学生会 2009 年度

開催日 

010.7.3 

010.8.5～6 

010.10.2 

010.10.15～17 

010.11.20 

10 年度版

宙航空研究開発

本の交通シス

特別講演会が

の晩、泉耕二先

ウンテン・ヴィ

の運営委員、幹

の大きな座談

での「刺激的な

々な意見を述べ

印象的で、この

となればと感じ

開催された支部

開催 

界」展は表 1

フの世界」展

学についてわ

持たせることに

なげることを

の興味深いテー

実験や展示を心

献した学生員

の部)が贈られ

の世界」展の

説明を通じ、一

く伝えたとして

尚哉君，稲垣創

度「メカライ

テー

ロボットに触

鳥人間滑空機

疑似科学をあ

—ムペンバ効

証から— 

サイエンスフ

風力発電機を

版 

発機構 (JAXA)

テムの変化と

が支部行事とし

先生を囲んで座

ラ タキハウ

幹事・顧問教員

談会となった。

な」言葉に、多

べていた。夜、

のような座談会

じた。 

部特別講演会

に示す 5 校に

展は実験と展示

かりやすく教

により将来の機

目的としてい

ーマを取り上げ

心掛けていた。

には北陸信越

ている。2010

の企画と実施を

一般の人々や学

て、金沢大学の

創太君、赤穂篤

フの世界」展

ーマ名 

触れよう 

機と機械工学 

あばく 

効果の実験的検

フェア‘10 

を作ろう！ 

し

座

ウ

員

多

、

会

に

示

教

機

い

げ、

 

越

0

を

学

の

篤

検



図 2 「メカライフの世界」展 (金沢大学) 

 

3．学生員卒業研究発表講演会の実施 

 第40回学生員卒業研究発表講演会が2010年3月4日（金）

に信州大学繊維学部において開催された。申込み件数 177

件、発表件数は 173 件、参加登録者数は 270 名であった。

今年度は 14 室の会場で 28 セッションが執り行われた。卒

業研究 1 年間の総まとめとして取り組んできた研究につ

いて学生が自ら発表し、その発表に対して聴講している学

生も含めて活発な討論が行われた。この講演会で優秀な講

演発表を行った学生に対して北陸信越支部から学生賞(卒

業研究発表の部)が贈られた。表2に学生賞の12件を示す。

今回から講演論文集の印刷の代わりに、電子化した講演論

文を CD として無料で配布し、それに伴い、各講演室に各

セッション分の論文を 20 部配布した。新しい試みではあ

ったが、大きな混乱はなかった。 

 学生員卒業研究発表講演会の後、学生会総会が行われた。

講演会参加学生に学生会の具体的な活動についてお知ら

せする良い機会となった。今後は学生からさらに多くの意

見を交換できる場として、総会が意義深いものとなってい

くことを期待したい。 

図 3 第 40 回学生員卒業研究発表講演会の懇親会(会場：

信州大学繊維学部大学生協)  

総会の直後の懇親会は 30 名ほどの参加があった。長年開

催されていなかったことを考えると、多くの参加があった

といえる。初めは懇親の輪も各校のグループごとに分かれ

ていたが、お酒が進むうち他校の学生と話をはじめる参加

者がみらられた。懇親会の途中で各県ごとに壇上に上がり、

学校の紹介をした(図 3)。今後は懇親会でも「メカライフ

の世界」展などの活動を報告するなど、懇親会でのいろい

ろな試みが可能かと思われる。 

卒業研究発表講演会の発表者は(社)日本機械学会の会員

であることが条件とされている。今後も学生員卒業研究発

表講演会により多くの学生が参加し、より活発な学生会活

動につながることを期待したい。 

 

表 2 卒業研究発表講演会学生賞(卒業研究発表の部) 

 

4．今後の学生会活動について 

 今年度の活動の中で も良かった行事を上げるとする

と、座談会が上げられる。 初に述べたように、北陸信越

支部は支部地域の学生が手軽に集まり、何か話しをする地

理的状況ではない。しかし、集まる困難さがあったからこ

そ、折角集まったのだから「みんなで話そうよ」という雰

囲気も出てくるとこともある。このことは今後の学生活動

に多いに参考になると思う。筆者が学生時代であった二十

数年前の学会はほとんどが泊まりがけであったし、講演会

の初めから終りまで出席したように思う。学会の講演会と

行事の乱立傾向や教育機関における教員の時間の余裕の

なさが、講演会等の部分参加につながっているかもしれな

い。大げさな言い方だが、北陸信越支部において学生会の

親睦をさらに深めていく試行錯誤は、逆に一般の学術学会

で失われつつあるサロン的雰囲気を取り戻す方法を我々

に教えてくれるかもしれない。

氏名(所属) 表 題 

○山宮 弘毅(新潟大)，

村山 信明，坂本 秀一，

柳本 憲作，渡部 誠二

バイオマスの細管等を応用した吸音材料

に関する研究（斜めに配置した細管を利

用した吸音材による幾何学的厚さの削

減） 

○高崎 達也(金沢大)，

岩田 佳雄，小松崎 俊

彦 

振動子の衝突を利用した衝撃用制振装置

岩部 洋育，○畠山 泰

亮(新潟大)，藤田 剛

高能率・高精度ボールエンドミル加工を

実現する新しい加工法に関する研究-傾

斜面加工における切削特性の解析ならび

に切削実験に基づく検討- 

○松村 敏浩(信州大)，

宋 星武，杉本 公一 

UHMWPE / VGCF コンポジットの開発 ―

各種特性の評価― 

○松村 啓之(金沢大)，

川村 惇，田中 茂雄 

ランダムパルス列電磁場刺激おける培養

骨芽細胞の石灰化反応促進効果 

○加納 徹(信州大)，小

関 道彦，森川 裕久 

X線 CT画像におけるメタルアーチファク

ト低減手法 

○中沖 陽介(富山高

専)，本江 哲行 

球と平面の斜め衝突特性に関する研究

（表面の影響） 

○山本 佳孝(長野高

専)，熊谷 和希，岸 佐

年，堀内 富雄 

低歯歯車を用いた遊星歯車減速機の設

計・製作 

○水島 翔太(富山大)，

塩澤 和章，平野 貴士，

島谷 祐司 

試作高速度鋼の超高サイクル軸荷重疲労

強度特性に及ぼすラジカル窒化処理の影

響 

○江尻 一博(富山大)，

塩澤 和章，池田 惇 

マグネシウム合金 AZ31 展伸材の高サイ

クル疲労強度特性に及ぼす応力比の影響

に関する研究 

○北川 翔(富山大)，波

戸 友徳，石原 外美，

斉 美栄 

極値統計学による Mg 合金の疲労寿命分

布特性の評価 

○河野 裕幸(金沢工

大)，小川 純，吉田 啓

史郎 

展開型主翼を有する小型無人飛行機の設

計と試作 
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■第 48 期総会
平成 23 年 3
講演件数 223
 

■第 48 期総会
１．第 48 期（平
２．第 49 期商議
３．第 49 期（平
４．北陸信越支
５．平成 22 年度
６．北陸信越支

■学生員増強功

信州大学繊維学

石川工業高等専

長野工業高等専

富山県立大学 工

富山高等専門学校

金沢工業大学  

新潟大学  

■第 48 期（平成

月  

Ｈ22 年 3 月

3 月

5 月

8 月

9 月

10 月

10 月

10 月

11 月

11 月

11 月

11 月

11 月

12 月

12 月

Ｈ23 年 1 月

1 月

2 月

2 月

2 月

3 月

3 月

■日本機械学
日本

をお

ださ

 

北陸

・講演会 
月 5日、信州
3 件、参加者数

・第 50 回商議
平成 22 年度）
議員および支部
平成 23 年度）

支部賞贈呈 
度学生員増強功

支部賞（技術賞

功労者（2010 年

表彰校 

学部 機能機械学

専門学校 機械工

専門学校 機械工

工学部 機械シス

校 専攻科 機械・電

成 22 年度）実

日 

月 9 日 

月 10 日 

月 10 日 

月 6 日 

月 27 日 

月 15 日 

月 22 日 

月 27 日 

月 5 日 

月 6 日 

月 6 日 

月 20 日 

月 26 日 

月 11 日 

月 17 日 

月 5 日 

月 20 日 

月 4 日 

月 14 日 

月 18 日 

月 4 日 

月 5 日 

学会へのメーリ
本機械学会は、

お送りしており

さいますようお

日本機

信越支部ニ

Vol.14  

大学で開催。
数 354 名。 

議員会 
事業報告，会

部役員の承認 
事業計画およ

功労者表彰 
賞）の紹介 

年） 

学課程 

工学科 

工学科 

ステム工学科 

電気システム工学

実施行事一覧 

第39回学生員

第47期総会・

特別講演会  

特別講演会 

特別講演会 

特別講演会 

特別講演会 

特別講演会 

講演会 第５回

先進技術開発

特別講演会 

講習会 「CAE

支部活性化公開

～自然エネル

討論会 特別企

特別講演会 

特別講演会 

特別講演会 

特別講演会 

特別講演会 

特別講演会 

第40回学生員

第48期総会・

リングリスト
電子メールアド

ます。電子メー

願いします。詳

機械学会 

ニューズレ

 2011.5

 

会計報告 

よび予算の審議

表彰理由

2

2

2

2

学専攻 3

4

4

員卒業研究発表講演

講演会 

ＭＥＸ金沢2010

「製品開発セミナ

「エコクイズによ

「海外での自動車

「将来型自動車の

「計算シミュレー

回 トンネル火

懇談会「ものづ

「日本の交通シ

E技術者のための

開シンポジウム

ルギー利用と社会

企画「学生フォ

「巧みさを獲得

「新春技術経営

「これからの日本

「和時計とから

「 新加工技術に

「金属材料の機械

員卒業研究発表講演

講演会 

ト登録のお願
ドレスの登録を

ールでしか配信

詳しくは http:/

事

レター 

5 

議 

由

*表彰
1.30
2.現在
3.現在
4.複数 
■第
担

支部

副支

庶務

会計

学生

 

長野

 

新潟

 

富

 

福井

 

行 事

演会 

開催記念セミナ

ナー」－本物を作

よる学習」 

車開発」 

の普及分析と燃

ーションの 新

災研究会 

づくり技術者育成

ステムの変化と

の計算力学講習会」

「新しいエネルギ

会に関する講演会

ォーミュラカー製

したロボットハ

セミナー」 

本のものづくり

くり人形」 

に関する特別講

械的特性と内部

演会 

い 
されている会員

信されない情報も

//www.jsme.or.

事務局から

発行所：

発行者 ：

編集者 ：

編集委員長

１４ 

彰理由 
名以上の学生員が入
在の入学定員の2
在の入学定員の4
数の学科、専攻の

第 49 期支部役員
 当  

部長 

支部長(兼石川県幹

務幹事(兼石川県幹

計幹事(兼石川県幹

生会担当幹事

〃 

野県幹事 

〃 

潟県幹事 

〃 

山県幹事 

〃 

井県幹事 

〃 

事 内 容 

ー「サーボプレ

作れるものづくり実

燃料電池技術」

新動向」 

成のあり方」 

と世界の航空宇

」 
ギーについて考

会とパネルディス

製作を通じたもの

ンド」 

」 

講演会」 

部組織」 

員に対して、所

もありますので

jp/hs/mail-li

ら

（社）日本機械

〒920-1192  金

TEL&FAX ：（07

Ｅ-mail：jsme

URL  http://w

日本機械学会

北陸信越支部

長：屋代 春樹

入会した機械工学関
20％以上の学生員
40％以上の学生員
の合算により30名

員 
氏  名 

原 利昭

幹事) 山本 正

幹事) 川端信義

幹事) 立矢 宏

杉本康弘

川井昌之

小林俊一

楠本浩之

山岸真幸

林田 聡

手崎 衆

山下正晃

鞍谷文保

吉川 博

レスの歴史と活用

実践力の向上を目

宇宙の今」  

えよう－燃料電

スカッション－

のづくり討論会

属支部や登部門

、大事な情報を

st.htm をご覧く

械学会北陸信越

金沢市角間町 金

76）234-4668 

e-hs@t.kanazawa

www.jsme.or.jp/

会北陸信越支部

部第 48 期ニュー

樹 

関連学科または機械
員が入会した機械
員が入会した機械
名以上の学生員が

 所  属 

昭 新潟工科大

正 中村留精密

義 金沢大学 

宏 金沢大学 

弘 金沢工業大

之 福井大学大

一 信州大学 

之 セイコーエ

幸 長岡工業高

聡 東日本旅客

衆 富山大学大

晃 北陸電力株

保 福井大学大

博 吉川技術士

用動向」 

目指して－ 

電池～空調技術 
－」 

会」 

門のインフォメ

を見逃さないた

ください。 

越支部 
金沢大学理工学域

a-u.ac.jp 

/hs/ 

部 支部長  塩澤

ーズレター編集

械工学関連専攻 
械工学関連学科
械工学関連専攻
が入会した学校

大学 

密工業株式会社

大学 

大学院 

エプソン株式会社

高等専門学校 

客鉄道株式会社

大学院 

株式会社 

大学院 

士事務所 

開催地

新潟 

新潟 

石川 

富山 

長野 

新潟 

福井 

長野 

石川 

新潟 

長野 

石川 

新潟 

富山 

福井 

新潟 

富山 

福井 

石川 

石川 

長野 

長野 

ーションメール

めにもご登録く

域械工学類内

澤 和章 
集委員会 

ル

く


